
-0-

令和６年１１月

石川県

「創造的復興リーディングプロジェクト」
における関係人口づくり



能登が示す、ふるさとの未来

Noto, the future of country

石川県創造的復興プラン
（令和６年６月２７日策定）

取組１ 復興プロセスを活かした関係人口の拡大

取組２ 能登サテライトキャンパス構想の推進

取組３ 能登に誇りと愛着が持てるような「学び」の場づくり

取組４ 新たな視点に立ったインフラの強靭化

取組５ 自立・分散型エネルギーの活用などグリーン

 イノベーションの推進

取組６ のと里山空港の拠点機能の強化

取組７ 利用者目線に立った持続可能な地域公共交通

取組８ 奥能登版デジタルライフラインの構築

取組９ 能登の「祭り」の再興

取組10 震災遺構の地域資源化に向けた取り組み

取組11 能登半島国定公園のリ・デザイン

取組12 トキが舞う能登の実現

取組13 産学官が連携した復興に向けた取り組みの推進

＜創造的復興リーディングプロジェクト＞
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（令和６年１０月１５日１４時時点）

輪島港の海底隆起

○人的・住家被害の状況
死者    408人（うち災害関連死181人）
負傷者    1,213人（うち重傷337人）
行方不明者  3人
住家被害  88,798棟（うち全壊 6,058棟）

○避難者の状況
 【最大】約34,000人 

のと里山海道（横田IC～徳田大津IC)

○道路被害の状況
奥能登への幹線道路が寸断
奥能登２市２町では、
最大約3,300人が孤立(1/8時点)

孤立集落への自衛隊ヘリによる支援

＜発災時の各地の最大震度＞
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令和６年能登半島地震の概要



-3-

○目 的 令和６年能登半島地震の被災地の創造的復興に向けた各種の取り組み
について、政府とも連携しながら県庁内の調整を図り推進する

○設 置 令和６年２月１日

○構 成 本部長：知事、 副本部長：副知事、 本部員：各部局長

○会 議 （１）第１回本部会議（令和６年２月１日）

創造的復興に向けた基本方針

（２）第２回本部会議（令和６年３月２８日）

石川県創造的復興プラン(仮称)骨子案

（３）第３回本部会議（令和６年５月２０日）

石川県創造的復興プラン(仮称)案

＜石川県令和６年能登半島地震復旧・復興本部＞

復興プランの策定に向けて
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浅野 幸子 減災と男女共同参画研修推進センター共同代表

安宅 和人 慶應義塾大学環境情報学部教授
ＬＩＮＥヤフー株式会社シニアストラテジスト

今村 久美 認定特定非営利活動法人カタリバ代表理事

小野田 泰明 東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻教授

菅野 拓 大阪公立大学大学院文学研究科准教授

高橋 博之 株式会社雨風太陽代表取締役

太刀川 英輔 ＮＯＳＩＧＮＥＲ代表
公益社団法人日本インダストリアルデザイン協会理事長

藤沢 烈 一般社団法人ＲＣＦ代表理事

谷内江 昭宏 金沢大学能登里山里海未来創造センター長

和田 隆志 公益社団法人大学コンソーシアム石川会長

復興プランの策定に向けて

※五十音順、敬称略

○開催状況
（１）第１回会議（令和６年３月７日） （２）第２回会議（令和６年４月１０日）

          ※会議のほか、委員の専門分野に応じて個別に相談

○委員

＜石川県令和６年能登半島地震復旧・復興アドバイザリーボード＞
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・「これからの能登をどうしていくかを、そのまちに住
む当事者のみんなで考える」をコンセプトに、被災６
市町と金沢市で被災地の住民等の声を聴く対話の場と
して開催

※アドバイザリーボード委員もファシリテーターとして参画

＜のと未来トーク＞

復興プランの策定に向けて
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のと未来トーク（輪島市）
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のと未来トーク（七尾市）



-8-

のと未来トーク（金沢市）
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創造的復興に向けた取り組み（施策の４つの柱）

１ 教訓を踏まえた災害に強い地域づくり

このうち、創造的復興の象徴的プロジェクトを「創造的復興リーディングプロジェクト」と位置づけ

２ 能登の特色ある生業（なりわい）の再建

３ 暮らしとコミュニティの再建

４ 誰もが安全・安心に暮らし、学ぶことができる環境・地域づくり

インフラや施設の早期復旧と強靭化、災害廃棄物の処理促進、復旧事業者や支援者への支援、
復旧・復興を通じた関係人口の拡大 など

被災した事業者の早期再建に向けた支援、農林水産業の再建、伝統工芸産業や商店街の再建、
観光産業の再建、新たなビジネスの創出 など

暮らしと住まいの再建、祭りや文化財の再建、文化・スポーツの力の活用、地域公共交通の再建、
デジタル活用などスマートな生活の実現 など

医療・福祉・子育て支援体制の充実強化、学びの環境の再建、豊かな自然環境を活かした能登の
魅力の向上、被災者・被災地支援の充実、危機管理対応の充実と震災の検証 など
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○ 官民連携の「連携復興センター」の設置

○ 能登農林水産業ボランティアの実施

○ 能登サテライトキャンパス構想の推進

○ 能登地域の特性に対応した「二地域居住モデル」の検討

関係人口の拡大に向けた取組の紹介
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官民連携の「連携復興センター」の設置

○ 地域団体等に伴走し、全国からの様々な支援を効果的に結びつける
コーディネート的役割を担う中間支援組織として、県と能登６市町で
設立に向けて準備を進めてきた

復興支援

地域・住民

「一般社団法人 能登官民連携復興センター」 が１０月２１日に開所
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官民連携の「連携復興センター」の設置

理事

◎藤沢       烈  一般社団法人RCF代表理事

鈴木 正俊 のと共栄信用金庫理事長

田代 克弘 興能信用金庫理事長

谷内江 昭宏 金沢大学能登里山里海未来創造センター長

土岐 祥蔵  石川県能登半島地震復旧・復興推進部長

高橋 実枝 石川県企画振興部長

運営体制

センター長 （藤沢烈）

奥能登行政センター4階（のと里山空港内）

（◎：代表理事・センター長）

・地域おこし協力隊募集中

・民間からの更なる人員

派遣も調整中

所在地

副センター長 （県職員）

事業部門 4名
県職員、金沢大、(株)パソナ、

(一社)能登乃國百年之計

管理部門 ２名
県職員

ロゴマークに込めた想い

官民の連携にかけて「の」と「と」を連結させ、

復興に向けて決して離れない
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官民連携の「連携復興センター」の設置

目的・事業方針
令和６年能登半島地震からの創造的復興に向け、全国からの様々な支援を効果的に結びつけるコーディ

ネート的役割を担い、地域が目指す復興を後押しし、持続的で活力あふれる地域社会の実現を目指す。

１ 復興まちづくり支援
被災地域における受援体制の確立支援や、事業者支
援に向けた連携、企業による支援のマッチングを進める。

３ 全国および石川県の外部機関との
 連携支援

ノウハウ・人材・資金の不足を解決するため、復興を支
える県内外の企業・団体との連携を進める。

５ 豪雨災害支援
ボランティアの宿泊先確保や、企業による物資支援等
のサポートなどを実施している。

２ 生業再建支援
民間の活力を活かした伴走支援により、能登の生業再
建を支援する。

４ 組織の確立
地域おこし協力隊や、民間企業からの出向・連携、副
業によるセンターへの関わりも積極的に進め、組織体制
の強化を図る。
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能登農林水産業ボランティアの実施

発災直後から、

・ もともと地元の方にお手伝いをお願いしていた作業が、避難等により人手の確保が困難になった

・ 本来ならば自分で行えた作業が、地震による水路の土砂の除去等の復旧作業に手を取られて行えない

 といった声があった。

【主な作業】農道や水路の簡易な補修、育苗作業（苗運び）、畦の草刈り 、

倒壊したシイタケのほだ木の整理、カキの種付け 等 

【募集方法】災害ボランティアの仕組みを活用し、毎週、ボランティア事前登録者に対し、

メールで活動案内。参加希望者は参加したい受入先を選択し、里山振興室HP

から申込み。

制度の概要

人手不足を解消し営農再開できるよう、「能登農林水産業ボランティア」制度を創設
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310カ所、2,212人を派遣（10月25日現在）

能登農林水産業ボランティアの実施

「一度参加したことのある受入先を続けて支援していきたい」という声もあり、
ボランティア活動を通した関係人口の拡大にもつなげていきたい

活動実績
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能登サテライトキャンパス構想の推進

多数の高等教育機関が集積しているという本県の強みを活かし、震災以前より、
県内大学と連携し、世界農業遺産「能登の里山里海」に代表される豊かな自然や文
化などを活かしたフィールドワークや学生の祭りへの参加を促進

＜これまでの取組実績＞

  ○ 地域課題研究ゼミナール支援事業（大学コンソーシアム石川）
県内市町等が受け入れる地域課題解決型ゼミへの支援

→ 参加学生数 ： Ｈ17～R5 累計 5,367名（402件）

  ○ 能登キャンパス推進事業（県、奥能登２市２町、県内４大学）
   大学がない奥能登での学びの機会の提供
  → 祭りや生業体験への参加者数 ： Ｈ23～R5 累計 1,327名

令和６年能登半島地震発生

長期的な人口減少に対応しながら、能登が復興を遂げるためには、地域に多様な形で関わる
「関係人口」の創出を図ることが重要

「能登サテライトキャンパス構想の推進」を創造的復興プランのリーディング
プロジェクトに位置付け、事業を展開
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能登サテライトキャンパス構想の推進

県内大学と連携し、豊かな自然や文化などを活かしたフィールドワーク

や地域課題解決等を促進

 能登の復興や災害対応の取り組みの支援枠を拡大

○ 震災の影響を踏まえた見直しを行うとともに、新たに県外大学も取り込む形で、実施可能なもの
から順次、事業を展開 《R6.6補正で対応》

地域課題研究ゼミナール支援事業 《拡充》

サテライトキャンパス事業 《新規》

復興型
（能登）

被災地での災害ボランティアと併せて、
地域の事業者や地域住民との交流を促進

  《活動実績》 応募者数：35大学 約100名
   参加者数：約60名

一般型
(加賀中心)

フィールドワークを通じて、地域での学びの機会を提供
 するほか、地元企業でのインターンシップの機会を提供

  《活動実績》 参加者数：15大学 約50名

瓦礫撤去などの復旧作業

農作業の手伝い

七尾市での出張こども食堂
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創造的復興リーディングプロジェクト

取組１ 復興プロセスを活かした関係人口の拡大
 （省略） 今回の震災により人口減少のさらなる加速が懸念される能登において、震災を乗り越え、さらに地

域の活力を維持向上させていくには、定住人口や交流人口の拡大に加え、関係人口の拡大を図ることが最重

点課題であるといえます。

現在、都市と地方の双方に拠点を構える新しいライフスタイルである二地域居住の取り組みが国を挙げて動き

出そうとしています。こうした流れをとらえ、能登全域さらには石川全域で、様々な形で関係人口の受け入れを推進

していきます。

また、能登においては、震災により、仕事や育児、教育といった理由により、やむを得ず能登を離れ、能登と避難

先での二地域居住となっている方々も多くおられることから、被災者支援としても重要な視点であり、必要な対

応を検討していきます。

能登地域の特性に対応した「二地域居住モデル」の検討

○ 二地域居住モデルの検討

二地域居住の実施にあたっての課題や能登地域の特性に対応した二地域居住のモデル構築に向けた
検討を行い、関係人口の創出・拡大を目指します。

石川県創造的復興プラン【抜粋】
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① 能登からやむを得ず転居された避難者への対応

能登からやむを得ず転居された避難者について、将来の能登への復帰も見据え、

能登とのつながりを維持していくための取り組みが急務。

能登地域の特性に対応した「二地域居住モデル」の検討

 ② 被災地である能登を中心とする新たな関係人口の創出

    能登の復興に携わりたいという方が多くおられる中、また、これからも復興の文脈で能登・石川県

に関わって下さる方がいらっしゃる中で、そうした方々とつながり、二地域居住を含め、関係人口、

ひいては将来の移住者として繋げていくことも重要。

検討の視点
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能登が示す、ふるさとの未来

Noto, the future of country

創造的復興のスローガン

能登は、人々にとっての特別な地です。私たちが当たり前のものと思ってきた能登の美しい自
然、そして歴史が培った文化は、世界にも誇れる未来に継承すべき唯一無二の財産です。また
能登は、多くの課題を抱える日本にとっての様々な課題の先進地でもあります。

そんな能登に、年の始まるその日に発生した大震災。この痛みと悲しみを乗り越え、これを未
来へと続く新たな始まりとしたい。能登が創造的復興を成し遂げ、自然と文化が真に共生する
持続的な地域の姿を示すことは、大切な能登を未来に紡ぐだけでなく、日本、そして世界中の
あらゆるふるさとの希望の光となります。

能登が持つ自然や文化の普遍的な価値に新たな価値を融合し、全国そして世界から再び注
目を集め、理想とされる能登の未来を創り上げることを目指す、という決意を表しています。
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